
 

 

 

 

 

 

令和８年 ８月  第１３０号  

たかとりちどり保育園 

震災の夏 鎮魂の夏 

園長 宮田 孝一 

 

“八月は六日九日十五日(半藤一利)”早くも 8月になります。 

7 月 28 日午後 4 時 27 分、最大震度 7 の大地震が、熊本県熊本地方を襲いました。犠牲に

なられた方々のご冥福をお祈りし、被災された皆様に心よりのお見舞いを申し上げます。 

二度の震度 7を記録した「熊本地震」から、わずか 10年後の大震災に心が痛みます。科学的

には、交錯する「活断層の割れ残りが 30㎞にわたって横ずれを起こした」からなのでしょうが、

なぜ熊本の人々にこれほどの試練が与え続けられるのか、あまりにも酷(むご)すぎるのではない

か、との思いが拭えません。 

災害級の猛暑酷暑の中、ライフラインが途絶し、物資が枯渇している被災地からは、SOSが発

信され続けています。私たちにできることは限られていますが、その声に応えていきたいと思い

ます。 

2024年 3月、石垣の復旧なった熊本城を訪れました。「どちらからお越しですか？」「神戸で

す。」「遠くからわざわざ熊本に来ていただいて、ありがとうございます。」スタッフの笑顔と感謝

の言葉が、昨日のことのように思い起こされます。 

 

 「盆と正月がいっしょに来た。」という言葉はもう死語なのでしょうか。盆と正月は、日本人に

とって二大年中行事でした。どちらも、親族が集まり、先祖を供養し神仏に祈り、ご馳走をいた

だき、楽しいひと時を共に過ごす大切な時間でした。「いっしょに来たようだ」のもともとの意味

は、「とても忙しい」ことの例えだったそうですが、今は、「すごく縁起が良い、うれしい」に変

わり、広く使われていました。 

 ところが、お盆期間の移動人口を見てみると、コロナ禍が治まった 2023年は、増加傾向には

あるものの対 19 年比で 84％でした。24 年は 106％に増加、25 年の新幹線利用率は、対前

年度比 8％増と、年々移動する人の数は増えています。 

 一方、お盆期間の「帰省率」という総務省の統計によると、全国平均は、なんと 26％にとど

まっていて、国民の 4人に 1人しか、故郷に帰っていないのです。 

 旅行に行く、家族が別々に行動する、費用がかかる、両親が亡くなり帰る実家がないなど、そ

れぞれに時代背景があってのお盆期間の多様化が進んでいるようです。 

 毎年、家族そろってお参りした故郷の墓もなくなり、一人になった義母は高齢者施設に入りま

した。私も、お盆期間に移動しなくなり、帰省率を低下させる一人になりました。 

 保育園には夏休みはありませんが、ご家族での帰省や旅行等の計画もおありのことと思いま

す。また、海と山に囲まれた神戸は、豊かな自然がいっぱいです。この夏、「現実の世界」での楽

しい体験を、子どもたちと一緒に味わいたいですね。 

 



≪ 山梨の魅力 ≫ 

８月の予定 
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皆さんは山梨県の正しい位置はご存じですか？私は弟が移住するまでおおよその位置

しか知りませんでした。東京からは車で１時間半と便利ですが、神戸からは車で６時間以

上、渋滞や事故に巻き込まれると８時間くらいかかります。初めて訪れた時は春で、向か

う道中、梅、桜、桃の花を満喫しました。弟が脱サラして桃農家に転身したので、山梨を

訪れることが増えたのです。 

山梨の魅力と言えば、もちろんぶどう、桃が有名ですね。弟の住んでいる笛吹市を車で

走っているとあちこちにぶどうと桃の木を見ることができます。他には富士山が見える

ことです。笛吹市からは富士山の頭の部分しか見えないのですが、山一つ超えると有名な

河口湖と共に正面に富士山がドーンと現れます。すそ野まで綺麗に見える景色は素晴ら

しいです。峠から坂を下って行く時に毎回「サイコー！」と叫んでいました。忍野八海、

鳴沢氷穴、富岳風穴、県立湧水の里水族館など地下水、富士山の雪解け水を感じる素敵な

場所があります。パワーストーンも有名で、車で走っているとあちこちで大きなパワース

トーンを目にします。富士五胡の河口湖や山中湖は観光化が進んでしまいましたが、西

湖、精進湖、本栖湖はひっそりとしているので、ゆったりした気持ちで自然を満喫しなが

ら富士山を望めます。山梨にいると何かパワーを感じます。きっと、この美しい富士山の

パワーでしょうね。近年、富士登山では、ゴミ、閉山後の登山などが問題になっています

が、世界文化遺産富士山を大事に維持していってもらいたいものです。まだまだ、素晴ら

しいところがたくさんあります。お近くにお越しの際はぜひ、訪れてみてください。 

                                 坂田 美奈 
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汗をかきながらもたくさん体を動かして元気いっぱい

なこどもたちです。温かいタオルで体を拭くと、「あった

かいね」「きもちいいね」と思いを伝える姿も見られます。

着替えの際は、保育士が声を掛けると「じぶんで」と言い、

手足を通そうと意欲的に取り組むようになってきました。

最後までズボンを上げることは難しい様子なので、さりげ

なく手助けをしながら履き方を知らせると、「できた」と

喜んで満足気な様子が見られます。今後も自分で取り組も

うとする姿を傍で見守ったり、頑張っている過程を認めた

りし、楽しく身の回りのことに取り組めるようにしていき

ます。 

今月もまだまだ暑い時期が続くと思うので、寒天遊びや

氷遊び等の夏ならではの遊びを多く取り入れて、気持ち良

さを感じながらのびのびと遊べる環境を作っていきます。 

衣服の着脱や畳み方などを日々丁寧に伝えてきました。今まで一人でしていた着脱も、汗

をかいていることで衣服が滑りにくく、難しく感じている場面があります。それでも傍につ

いて一つひとつ丁寧に伝えたり、援助したりすることで、自分でやってみようという姿につ

ながっています。また、脱いだ衣服の畳み方もそれぞれに合わせて丁寧に伝えることで、自

分でする習慣が身についてきています。今後もそういった姿を認めるようにしていきます。 

今月は、身近な自然や夏野菜、生き物などに興味関心がもてるようにしていきます。春か

ら育てている夏野菜の収穫や、それにちなんだ製作をしたり、セミなどの生き物に触れたり

など、夏ならではの遊びや活動を展開していきます。 

きれいに 
たためるよ 

 先月は、水や氷、寒天など夏ならではのものに触れて、様々な感触を楽しみました。寒天や

氷は、最初は「これはなんだ？」というような不思議そうな表情で眺めていたこどもたちで

すが、「つめたいよ」「ぷるぷるだよ」と触って感じることを言葉にして伝えると、少しずつ興

味をもち自ら触れようとする姿も増え、慣れてくると握ったり、すべらせてみたり、つぶし

たりとダイナミックに遊ぶ姿が見られました。今後も様々な感触遊びを取り入れ、視覚や聴

覚、触覚、嗅覚などを使って物と触れ合うことで想像力を育めるようにしていきます。 

 少しの物音で目覚めることが多かったこどもたちも、最近は一定時間眠るようになってき

ました。今月は一人ひとりの睡眠のリズム合わせ、ゆったりと関わることで安心して入眠し

十分に休息がとれるようにしていきます。 

                                  

よいしょ 
よいしょ 
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歯磨きの仕方についてこどもたちと確認をしました。歯科衛生士の方や口腔保健学科の実

習生から教えてもらった磨き方を意識して、鏡を見ながら歯磨きをするこどもたち。磨き終

わると、「は、みてください」と、保育士のもとに確認に来ています。時には早く遊びたい気

持ちが勝って、簡単に磨き終える様子もありますが、傍で確認し、丁寧に磨く習慣がつくよ

うに関わっていきたいと思います。 

ぞうグループでは、めだかとエビを飼っています。また、外で見つけた虫に興味津々のこ

どもたち。図鑑や絵本で飼い方を一緒に調べて、興味が深まるようにしていきたいと思いま

す。 

先月は、屋上園庭やテラスでプール遊び、水遊びや色水遊び、

泡遊びなどを楽しみました。室内での色水遊びでは、テーブル

に敷いたビニールの上にスポイトで色々な色を落としていきま

した。色水がプクッと膨らんだような形をしているのにまず驚

き、その上に違う色をのせてみると色が混じって違う色になっ

たり、マーブルのようになったりしてまた驚いていました。水

の塊を持ち上げたり、息を吹きかけて動かしたりと色々な発見、

遊び方に気づいていました。これからも身近なものから色々な

発見をして遊びが広がるように様々な素材や道具などを用意し

ていきます。 

製作したものや描いた絵など部屋の中の自分のロッカーに置

いているので、今月はロッカーを整理することや着替えの際、

衣服を整えたり、裏返したりして片づけるなど身の回りを整理

整頓できるよう援助していきます。 

ケーキ  
ください 

 テラスでは泡遊び、水遊びに夢中になり、室内ではケーキ

屋さんごっこを楽しみました。「いらっしゃいませ～」の元気

な声が響くと、「ケーキください」と次々と友だちが集まって

きて、ケーキ屋さんごっこが始まりました。売る係、お客さ

ん、注文を聞く係など、好きな役になりきって楽しんでいま

す。また、必要な看板やトレーを工夫して作り、積極的に友

だちと関わりながら遊ぶことも楽しんでいました。今後も、

こどもたちの興味や関心のある遊びを取り入れ、こどもたち

主体で遊び込めるようにしていきます。 

 今月は、みんなで協力して身の回りの片付け等に取り組め

るようにしたいと考えています。どうすれば友だちと一緒に

片付けができるのかみんなで考える時間を作ったり、保育室

が綺麗になると気持ちが良いことを伝えたりし、一人ひとり

の「できた」という体験を増やしていきたいと思います。 


